
鋼管トラスウェブ PC橋の実橋計測（那智勝浦道路木ノ川高架橋） 
 

鹿島建設(株)土木設計本部  正会員 ○南   浩郎 
国土交通省近畿地方整備局          鈴木 伸一 
鹿島建設(株)関西支店      正会員  瀬戸   清 
鹿島建設(株)関西支店              尾鍋 卓巳 

 
 本報文は，わが国で初めて施工された鋼管トラスウェブ PC橋の施工時及び完成時に実施した実橋計測の一
部を報告するものである． 

１．目的  

 木ノ川高架橋の実施設計に際しては，本構造形式の設計実績が殆んどなく，確立された設計手法がないため，

特に設計断面力の算出に留意した．設計断面力の算出には，図-1 に示す平面骨組みモデルを用いたが，算出
された断面力と実構造物の断面力に差異が生じないよう，実構造物を再現した 3 次元ソリッド要素を用いた
FEM 解析(図-1(1),(2)参照)を併せて実施し，その結果と平面骨組みモデルの結果を比較しながら骨組み要
素の剛性等を評価した．本橋の実橋計測の目的は，実施設計に用いた平面骨組みモデル及び 3次元ソリッドモ
デルの妥当性を確認することである． 

 

 

図-1  主桁設計用平面骨組みモデル 

表-1  計測項目と計測方法 

計測項目 計測方法 計測器 

コン

クリ

ート 

有効応力計を部材厚の中心位置

に，鉄筋ひずみゲージを配置鉄筋

位置に，橋軸方向及び鋼軸直角方

向にそれぞれ設置した． 

･有効応力計 
･鉄筋ひずみ

ゲージ 応
力(

断
面
力) 鋼  
管 
斜材鋼管の上下端付近の表面に，

ひずみゲージを鋼管の円周に沿

ってそれぞれ4枚貼付した． 

･ひずみゲー

ジ 

温度変化 有効応力計と同じ位置には熱電
対を設置した。 

･熱電対 
図-2  計測位置図 

キーワード 鋼管トラスウェブ PC 橋，複合トラス橋，実橋計測 

連絡先   〒107-8502 東京都港区赤坂 6-5-30 鹿島建設(株)土木設計本部 ＴＥＬ03-6229-6686 

(4)格点部 

  ・床版軸心と斜材軸心のずれを考慮 

   

外ケーブル(部材評価) 上床版 

下床版 免震支承（ばね要素） 免震支承（ばね要素） 
橋脚 

免震支承（ばね要素） 
免震支承（ばね要素） 免震支承（ばね要素） 

地盤ばね（線形ばね） 
地盤ばね（線形ばね） 

地盤ばね（線形ばね） 

(1)柱頭部 

  ３次元ＦＥＭソリッド解析を用いて連結材の剛性を評価 

 

連結材 

(2)桁端部 

  ３次元ＦＥＭソリッド解析を用いて連結材の剛性を評価 

 

３次元ソリッドモデル ２次元フレームモデル ２次元フレームモデル ３次元ソリッドモデル 

(3)斜材の剛性 

 ・詳細設計時には一律(φ406.4，t=22mm) 

 ・上げ越し計算時には，板厚の違い，圧縮斜材内

部の充填コンクリートを考慮する。 

連結材 
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①柱頭部付近でのラフタークレーンによる載荷

②支間中央でのラフタークレーンによる載荷

Case8

Case9

Case7

Case6

車線方向位置ケース数×幅員方向位置ケース数

車線方向位置ケース数×幅員方向位置ケース数

= 1×３ = ３ケース

= ８×８ = ６４ケース
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CaseA

CaseB

支間中央でのラフタークレーンによる載荷

柱頭部付近でのラフタークレーンによる載荷

図-3  クレーン載荷位置図 
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図-5  クレーン載荷時の斜材軸力(引張:正) 

幅員方向載荷位置→ 
車線方向載荷位置→ 

２．橋梁諸元 

  発 注 者：国土交通省近畿地方整備局 

  所 在 地：和歌山県新宮市 

  構造形式：4径間連続鋼管トラスウェブ PC橋 
  橋    長：268.0m 
  支 間 長：51.85m＋2＠85.0m＋43.85m 
  幅    員：11.15m(全幅)，10.5m(有効幅員) 
３．実橋計測概要  

  実橋計測は，トラス部材の断面力の大きい P2柱頭部付近を対象に，
施工中と主桁完成後に実施した．表-1に計測項目と計測方法を、図
-2に計測器の設置位置を示す．施工中は，応力・ひずみ等を 6時間
毎に自動計測し，主桁完成後はラフタークレーン(45ton，25ton)計
4台を橋面上で移動させ計測を行った．ラフタークレーンの載荷位置
を図-3 に示す． 

４．計測結果  

  計測結果の一例として，図-4に施工中各ステップの鋼トラス斜材
の軸力を，図-5に主桁完成後のラフタークレーン載荷時の鋼トラス
斜材の軸力を示す．図-4の設計値は平面骨組みモデルによる実施設
計の値，図-5の設計値は平面骨組みモデルの評価に用いた 3次元ソ
リッドモデルを用いて算出した値である． 

５．まとめ  

  本橋の主方向の設計に用いた平面骨組みモデル及び 3 次元ソリッドモデルから算出した鋼トラス斜材の軸
力と，計測結果から求めた鋼トラス斜材の軸力は良く一致した．柱頭部に隣接する S-63,64 斜材の軸力もほ
ぼ一致しており，図-1に示す連結材の剛性評価を含め，解析モデルの妥当性を確認した． 
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図-4  施工中の斜材軸力(引張:正) 
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